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村のわだい TOP I CS

＊
「
平
成
の
名
水
百
選
」

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ロ
ゴ
マ
ー
ク

環
境
大
臣
か
ら
認
定
書
を
受
領

清
流
・
荒
川
が
「
平
成
の
名
水

百
選
」
に
選
定
さ
れ
、
認
定
書
交

付
式
が
六
月
二
十
五
日
、
東
京
都

江
東
区
に
あ
る
清
澄
庭
園
「
大
正

記
念
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
書
交
付
式
に
は
、
荒
川
流

域
市
町
村
（
村
上
市
・
胎
内
市
・

関
川
村
）
を
代
表
し
て
、
平
田
大

六
村
長
が
出
席
。
鴨
下
一
郎
環
境

大
臣
か
ら
直
接
、
認
定
書
を
受
け

と
り
ま
し
た
。

荒
川
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
十

「
平
成
の
名
水
百
選
」

認
定
書

鴨
下
一
郎
環
境
大
臣
と

平
田
大
六
関
川
村
長

▲

七
年
ま
で
、
河
川
水
質
調
査
ラ
ン

キ
ン
グ
で
三
年
連
続
一
位
に
輝
き
、

現
在
も
水
質
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
清
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
田
村
長
は
「
今
回
の
基
準
の

一
つ
は
、
地
域
に
守
ら
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
水
で
し
た
。
宝
と
し
て

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
受
賞

の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
平
成
の
名
水
百
選
認
定
書
」

は
、
役
場
庁
舎
一
階
の
ロ
ビ
ー
に

て
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈
願

七
月
五
日
、
本
格
的
な
夏
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
自
然
環
境

管
理
公
社
主
催
の
「
山
・
川
・
観

光
施
設
安
全
祈
願
祭
」
が
、
お
お

い
し
自
然
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、

国
、
県
、
村
の
関
係
者
な
ど
約
三

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

平
田
大
六
村
長
は
「
今
後
と
も

い
っ
そ
う
安
心
・
安
全
に
心
掛
け
、

観
光
施
設
が
繁
盛
す
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
村
を

訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
や
そ
れ
に

従
事
す
る
皆
さ
ん
の
シ
ー
ズ
ン
中

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

自
然
の
豊
か
さ
を
存
分
に
楽
し

め
る
関
川
村
。
事
故
の
無
い
よ
う

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「短冊に
願いを
込めて」

七
月
七
日
、
大
島
保
育

園
で
「
七
夕
飾
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
一
本
の
大

き
い
竹
に
は
、
折
り
紙
な
ど
で
作

っ
た
ち
ょ
う
ち
ん
や
、
お
家
の
人

と
一
緒
に
考
え
た
願
い
事
を
書
い

た
短
冊
も
合
わ
せ
て
飾
り
付
け
ま

し
た
。

短
冊
に
は
「
プ
ー
ル
で
泳
げ
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
「
う
ん
て
い

が
全
部
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

な
ど
の
願
い
事
や
夢
の
ほ
か
「
お

い
し
い
カ
レ
ー
が
作
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
合

宿
保
育
で
の
目
標
が
書
か
れ
、
み

ん
な
で
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

短
冊
に
書
か
れ
た
願
い
事
は
、

き
っ
と
空
の
天
の
川
ま
で
届
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲
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村のわだい TOP I CS
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これからも
一層のご活躍を

～ 第３８回　老人クラブ大会 ～

七
月
三
日
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
吉
田
明
雄
会
長
）
主
催
の

「
第
三
十
八
回
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

が
村
民
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

会
員
四
百
二
十
五
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
吉
田
会
長
が
「
会

員
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
毎
年
参
加

し
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
が
目
指
す
の
は
、
健

康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
明
る

い
地
域
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
平
田
大
六
村
長
は
「
皆
さ

ん
に
は
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
へ

の
見
本
、
ご
指
導
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
大
会
で
は
地
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
し
た
皆

さ
ん
や
加
入
促
進
に
尽
力
し
た
老

人
ク
ラ
ブ
を
表
彰
。
ま
た
、
結
婚

五
十
周
年
の
金
婚
夫
婦
二
十
六
組

に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

―
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
表
彰
―

▽
高
橋
　
貞
二
（
大
石
）

▽
渡
辺
　
チ
イ
（
上
関
）

▽
長
野
　
高
威
（
上
土
沢
）

▽
須
貝
　
ケ
エ
（
高
田
）

▽
大
島
　
平
二
（
上
野
新
）

▽
立
野
　
く
み
（
上
野
）

▽
佐
藤
　
ア
イ
（
朴
坂
）

▽
佐
藤
　
定
吉
（
蔵
田
島
）

▽
池
田
　
シ
ズ
（
下
川
口
）

▽
本
間
　
サ
ツ
（
小
見
）

▽
本
間
　
鉄
男
（
安
角
）

▽
近
　
　
正
男
（
蛇
喰
）

▽
小
野
美
枝
子
（
下
関
）

―
加
入
促
進
に
尽
力
―

▽
大
島
高
砂
会

（
高
橋
喜
八
郎
会
長
）

▽
中
束
老
人
ク
ラ
ブ

（
中
束
　
八
郎
会
長
）

▽
朴
坂
睦
会

（
石
山
　
良
平
会
長
）

―
加
入
率
九
割
以
上
―

▽
松
平
松
寿
会

（
長
田
　
　
茂
会
長
）

「
人
は
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
る
」

女
川
小
学
校
で
人
権
教
室

子
ど
も
た
ち
に
「
人
権
」
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
村
上

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
主
催
の

「
人
権
教
室
」
が
、
六
月
二
十
六

日
、
女
川
小
学
校
の
全
校
児
童
六

十
人
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
人
権
擁
護

委
員
の
富
樫
勇
巳
さ
ん

（
村
上
市
）。
人
と
い

う
字
や
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の

歌
詞
、
留
学
生
の
体
験

談
の
話
か
ら
、
い
じ
め

問
題
な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
授
業
を
進

め
ま
し
た
。
富
樫
さ
ん

は
「
自
分
の
命
を
大
切

に
し
て
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
を
大
事
に
し
て

い
じ
め
た
り
し
な
い
こ

と
。
互
い
に
思
い
や

り
、
や
さ
し
さ
を
忘
れ

交交交交
通通通通
安安安安
全全全全
表表表表
彰彰彰彰

＊
敬
称
略

■
交
通
安
全
功
労
者
交
通
安
全
対

策
連
絡
協
議
会
長
表
彰

▽
松
田
隆
榮
（
下
関
）

（
交
通
安
全
協
会
関
川
支
部
中
央

支
会
支
会
長
）

■
村
上
警
察
署
長
・
村
上
地
区
交

通
安
全
協
会
長
表
彰
（
村
内
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
６
５
日
達
成
）

※
３
年
連
続
の
受
章

▽
交
通
安
全
協
会
関
川
支
部

な
い
よ
う
に
」
と
、
子
ど
も
た
ち

と
約
束
し
ま
し
た
。

鈴
木
カ
ノ
ン
さ
ん
（
六
年
・
南

中
）
は
「
と
て
も
分
か
り
や
す
か

っ
た
で
す
。
や
っ
ぱ
り
い
じ
め
は

良
く
な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。




